
1）臨床腫瘍センターは日本で大きな問題になっている悪性腫瘍の治療について、科を超えて横断的に進めてゆく使命をもった部門です。
2）主に外来治療におけるがん化学療法のプロトコールの管理や外来化学療法室の運営、院内の腫瘍カンファレンスの開催の補助、医療
スタッフや学生向けのセミナーの開催、院内がん登録業務など、幅広く腫瘍の診断や治療の基盤整理を行っています。

3）がん薬物治療法専門医などの育成を厚生省のがんプロフェッショナル養成プランと連携して推進しています。

部 門 紹 介 URL http://www.fmu.ac.jp/byoin/25syuyocenter/index.html

指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介

主な業務内容主な業務内容、メッセージ等メッセージ等主な業務内容、メッセージ等
1　外来化学療法室（成人・小児）や放射線治療設備などへの支援と整備 
2　院内がん化学療法のプロトコール審査および標準化   
3　緩和医療の推進と患者さんに対する相談支援   
4　院内・地域がん登録の推進   
5　CRF作成補助などがん治療のEBM作りの支援活動   
6　医療スタッフ・学生への教育研修活動   
7　都道府県がん拠点病院としての窓口 

　医療安全管理部は平成15年4月に設置され、医療事故防止対策の業務を行っています。毎月、医療事故防止対策委員会やリスクマネ
ージャー会議を開催し、医療事故防止に関する対策の検討、立案、実施、履行確認及び医療安全情報の院内への周知を図っています。
　高水準の医療は、高い技術のみならず安全確保によりはじめて達成されます。しかし医療は高度化するほどリスクを伴い、また結果
の完全を保証するものではありません。一方、事故を危惧するあまり萎縮するばかりでは救える人も救えなくなり、反って危険性が増
大します。患者さん中心の医療と説明・納得が重要です。我々は真の医療安全とは何かを日々模索しております。
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指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介

福島県立医科大学卒業
臨床専門分野
１）医療安全
２）内分泌疾患、糖尿病、高血圧
研究分野　
１）医療安全
２）ステロイド産生異常症の診断法と治療法
３）インスリン抵抗性、高血圧の成因

臨床腫瘍センター

医療安全管理部

昭和58年 秋田県立秋田高等学校卒業
平成元年 北海道大学医学部卒業
臨床専門分野
１）呼吸器疾患の内視鏡診断
２）肺悪性腫瘍の化学療法
研究分野　
１）呼吸器内視鏡診断法の開発
２）肺癌の分子遺伝学

センター長　　　
（附属病院教授）　
石田　　卓

昭和62年 群馬県立沼田高等学校卒業
平成 3 年 東北大学医療技術短期大学部卒業
平成 5 年 東京理科大学理学部卒業
平成18年 横浜市立大学大学院医学研究科修了
臨床専門分野
１）医学物理学
研究分野　
１）放射線生物学
２）分子イメージング
趣味：釣り

平成16年 福島県立医科大学卒業
臨床専門分野
１）一般外科
研究分野　
１）がんの遺伝子発現解析

准教授  原　　孝光

助手  立花和之進

部長  橋本　重厚

URL http://www.fmu.ac.jp/byoin/05bumon/pdf/00anzen.pdf

福島県立医科大学卒業
臨床専門分野
１）血液疾患、悪性腫瘍疾患
２）造血幹細胞移植
研究分野　
１）小児血液・悪性腫瘍疾患の病態解明と
治療開発

２）顆粒球輸血
３）HLA不適合移植の臨床応用

次長、小児腫瘍部門長
（附属病院教授）　　　　
菊田　　敦

昭和62年 福島県立医科大学卒業
研修病院・研修施設
福島県立医科大学
臨床専門分野
１）循環器病学
研究分野
１）冠循環
趣味：釣り

副部長  斎藤　修一

独協高等学校卒業
福島県立医科大学卒業
福島県立医科大学大学院修了
臨床専門分野
１）腫瘍外科・内分泌外科
２）内視鏡外科
研究分野
１）分子生物学

副部長  福島　俊彦
平成 3 年 福島県立福島高等学校卒業
平成 9 年 福島県立医科大学卒業
臨床専門分野
日本皮膚科学会認定皮膚科専門医
研究分野
１）皮膚免疫学

副部長  佐藤　正隆

●部門からのメッセージ    
　臨床腫瘍センターは平成19年に開設され、まだ新しい部門ですが、大
事な業務にたくさん関与しています。教育活動にも力を入れており、東
北大・山形大との単位互換による腫瘍学での学位取得や、腫瘍に関する
専門医取得のお手伝いをしています。海外派遣を含めた短期研修コース
もあります。がん診療のスキルアップに興味のある方はお気軽にご相談
ください。
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